
総合事業について
～生活支援体制整備について（支え愛・ほっとステーション）～

２．「協議体」と「生活支援コーディネーター」の役割

１．国の動き

厚 生 委 員 会 資 料
平成２９年１１月２９日
福 祉 部福 祉計 画 課

団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援
が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を進めています。単身世帯等が増加し、支援を必要とする高齢者が増加する中、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業等多様な主体が生活支
援サービスを提供することが必要になります。
また、平成27年4月の介護保険法改正により地域課題についての定期的な情報共有・連携強化する「協議体」の設置や「生活支援コーディネーター」の配置が求められました。

協議体とは・・・
コーディネーターと生活支援等サービスの多様な提供主体等が集まり、定期的に情報の

共有や連携強化を図ることを目的とした会議体です。互助を中心とした地域づくりを住民主
体で進め、助け合いの仕組みを作ったり、課題解決を図るため、地域の活動を充実させるた
めのものです。

【第１層協議体】
区内全域を総合的な視点から捉えた会議体です。

【第２層協議体】
地域の実情に合わせた活動を行うための、地域センターの所管区域単位の会議体です。

生活支援コーディネーターとは・・・
高齢者の生活支援体制整備を推進するため、次の業務を行います。

ア高齢者支援のニーズと資源の状況の見える化および問題提起
イ町会・自治会等多様な生活支援サービスを担う主体者への協力依頼等の働きかけ
ウ関係者のネットワークづくり
エ目指す地域の姿・方針の共有および意識の統一
オボランティア等の生活支援サービスの担い手の養成およびサービスの開発

３．品川区の体制

平成28年4月から進めてきた「協議体」と「生活支援コーディネーター」の整備が、今年6月の支え愛・ほっとステーション新規開設（全区展開）により、完了しました。
これにより、支え合い体制を更に充実していきます。

①協議体

国が提唱する協議体
○区に１つ（第一層）
○日常生活圏域ごとに
１つずつ（第二層）

◎「支え愛活動推進委員会」を
「区に設置する協議体」（第一層協議体）に、
◎「各地区支え愛活動会議」を
「日常生活圏域ごとに設置する協議体」
（第二層協議体）に位置付ける。

支え愛活動推進委員会

支え愛
活動会議

支え愛
活動会議

支え愛
活動会議

日常生活圏域（１３地区）
ごとに１つずつの協議体
設置完了

【生活支援体制整備事業の基盤完了】

●第一層
協議体

●第二層
協議体

支え愛
活動会議

協議体の実効性を高
め、担い手の発掘、意
識の共有の醸成のた
めに、支え愛推進
フォーラムや各地区の
実状にあわせた形態で
活動会議を開催する。

②生活支援コーディネーター

◎支え愛・ほっとステーションの統括として、
専任の「統括生活支援コーディネー
ター」を

◎支え愛・ほっとステーションのコーディ
ネーターの役割を強化し、生活支援コー
ディネーターとして配置する。

支え愛・ほっと
ステーション
全区展開！！

：６月新規開設

：既存

すべての地区に
生活支援コーディネーター
配置完了

国が提唱するコーディネーター
○統括生活支援コーディネーター１人
○日常生活圏域（１３地区）ごとに生活
支援コーディネーター



４．主な取り組み

支え愛活動の核となる地域住民が地域の支え合いについて改めて考え、活動の意義を高め、担い手となることを促すことを目的とした、区全域向けのフォーラムや各地区の協議体ごと
に取り組みを実施しています。

【日時】
平成30年2月25日（日） 午後1時～3時20分（予定）

【場所】
きゅりあん 小ホール

【内容】
◆基調講演
テーマ「銭形平次はボランティアだった(仮)

～助け合い起こしでまちづくり～」
講演者 木原 孝久氏（住民流福祉総合研究所 所長 ）

◆パネルディスカッション
パネリスト 区内で支え愛活動を実施している団体３者

主催：大崎第一地区支え愛活動会議
（町会・自治会長、民生委員、地
区委員、高齢者ｸﾗﾌﾞ、ﾄﾘﾑ体操
指導員、健康づくり推進委員、
学校、PTA、在支等）

内容：対象者を限定しない幅広い地域
住民に参加可能なイベント開催
により、顔の見える地域の関係
性を構築する

対象：大崎第一管内にお住いの方
（元気高齢者、子育て世代、小学生、
外国人等などの交流を想定）

既に地域で行われている活動や
社会資源を、区と生活支援コー
ディネーターが中心となって、情
報収集・整理を行う

主催：大井第一地区支え愛活動会議
（町会・自治会長、民生委員、地
区委員、高齢者ｸﾗﾌﾞ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、
健康づくり推進委員、在支等）

内容：興味関心の高いテーマの講演
などを通して、地区でゆるやか
な見守りを行う

対象：大井第一管内にお住いの
おおむね６５歳以上の方

実施：８月２４日（木）
参加者72名（53名、委員19名）

支え愛サロン開催
（大井第一地区：年2回）

支え愛ひろば
（大崎第一地区：12/10予定）

【日時】
平成28年11月5日（土） 午後1時30分～4時

【場所】
都立大崎高等学校

【内容】
◆基調講演
テーマ「みんなで広げる支え愛のある地域」
講演者 堀田 力氏〔(公財)さわやか福祉財団 会長〕

◆パネルディスカッション
「できることからやってみよう！支え愛につながる身近な取り組み」
パネリスト 区内で支え愛活動を実施している団体３者

●各地区における支え愛活動
〔各地区の協議体（支え愛活動会議）を中心としたワークショップの開催〕

【平成28年度】

【平成29年度】

【日 時】 平成30年1月19日（予定）
【テーマ】 各地区第二層協議体の進捗状況、課題の報告

●支え愛活動推進委員会（第一層協議体）

【日 時】 平成29年1月24日
【テーマ】 各地区第二層協議体の進捗状況、課題の報告

●支え愛活動推進委員会（第一層協議体）

●支え愛活動推進フォーラム

【開催地区】
3地区（品川第一、大崎第二、荏原第三）

【内容】
・講演 テーマ「生活支援コーディネーターと協議体の役割」

講 師：公益財団法人さわやか福祉財団
・助け合い体験ゲーム
・グループワーク「この地域に住んでいて良かったと思うこと、もっと住みやすくなるためにあるといいと思うもの」

さわやか福祉財団堀田会長
による講演（品川第一）

助け合い体験ゲーム
（大崎第二）

グループワーク
（荏原第三）

●支え愛活動推進フォーラム

●各地区における支え愛活動
●既存の地域活動の
ヒアリング・情報収集

各地区で、自分たちが住んでいる
地域の状況を確認しながら地域課
題や生活支援ニーズを抽出していく

こうした活動を通じて地域力を高め、
今後の各地区の支え愛活動を展開
していく


